
平
山
小（
平
成
20
年
４
月
開
校
予
定
）

北
側
校
舎
は
３
階
部
分
ま
で
、
南

側
校
舎
は
２
階
部
分
ま
で
の
躯く

体た
い

部

分
が
建
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
予
定
は
、
体
育
館
・
プ
ー
ル
の
建

設
・
校
庭
の
整
備
及
び
校
舎
の
内

装
・
外
装
工
事
を
行
い
、
平
成
20

年
２
月
に
完
成
予
定
で
す
。
い
ず
れ

の
建
物
も
、
新
耐
震
基
準
に
適
合
し

て
い
ま
す
。
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
校
庭

の
整
備
の
関
係
も
あ
り
、
平
成
20

年
１
月
か
ら
校
舎
内
に
移
動
し
、
一

部
使
用
を
開
始
し
ま
す
。

平
成
18
年
４
月
に
統
合
さ
れ
た
平
山
小
は
、
現
在
新
校
舎
を
建
設
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
開
校
60
周
年
を
迎
え
た
一
中
は
、
８
月
か
ら
新
校
舎
の

建
設
が
始
ま
り
ま
す
。
両
校
の
最
新
の
建
設
状
況
と
新
校
舎
の
特
長
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
＝
教
育
部
庶
務
課

一
中
（
平
成
21
年
４
月
開
校
予
定
）

現
在
、
校
庭
南
側
に
プ
レ
ハ
ブ
２

階
建
て
の
仮
校
舎
を
建
設
中
で
、
７

月
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

８
月
か
ら
旧
校
舎
の
解
体
工
事
を

始
め
、
新
校
舎
は
平
成
21
年
２
月

完
成
予
定
で
す
。
構
造
規
模
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
３
階
建
て
、

新
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
７
千
平
方

A
を
超
え
る
規
模
の
校
舎
で
す
。
プ

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
敷
地
の
有
効
利

用
を
図
る
た
め
、
校
舎
屋
上
に
設
置

し
ま
す
。

○
高
機
能
か
つ
多
機
能
で
、
変
化
に

対
応
し
得
る
弾
力
的
な
施
設
整
備

平
山
小

①
教
室
廊
下
側
の
壁
を
な
く
し
た
オ

ー
プ
ン
教
室
の
設
置
②
学
年
全
体
で

使
用
で
き
る
大
会
議
室
③
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ル
ー
ム
と
図
書
室
を
一
体
に

し
た
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
整
備

一
中

①
少
人
数
で
の
指
導
が
で
き
る
少
人

数
教
室
の
設
置
②
全
学
年
が
集
ま

り
、
発
表
会
、
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
等
に
使
用
で
き
る
多
目
的
室
の
設

置
③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
専
用
ル
ー
ム

の
整
備

ま
た
、
い
ず
れ
の
学
校
も
日
本
文

化
の
伝
承
か
ら
和
室
を
設
置
し
ま

す
。

○
健
康
的
か
つ
安
全
で
環
境
に
配
慮

し
た
施
設
整
備

幼
稚
園
保
育
料
を
減
免
・
補
助

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
②
障
害
の
あ
る

児
童
・
生
徒
が
プ
ー
ル
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
プ
ー
ル
脇
に
ス
ロ
ー
プ
を

設
置
③
各
階
に
身
障
者
ト
イ
レ
の
設

置
④
学
校
で
使
用
し
な
い
時
間
に
地

域
の
方
が
利
用
で
き
る
場
所
と
し
て

会
議
室
を
設
置
⑤
地
域
の
防
災
拠
点

と
し
て
の
施
設

▽
会
場
＝
自
治
大
学
校
（
立
川
市
緑

町
３
５
９
１
）
１
階
大
教
室

▽
募
集
人
数
＝
先
着
30
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
＝
企
画
調
整

課
（

581
・
２
５
１
６
、

kikaku@
city.hino.lg.jp

）
へ

９
市
（
日
野
、
立
川
、
昭
島
、
小

平
、
国
分
寺
、
国
立
、
福
生
、
東
大

和
、
武
蔵
村
山
）
の
市
長
が
一
堂
に

集
ま
り
、
広
域
的
な
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
う
「
第
４
回
広
域
連
携
サ

ミ
ッ
ト
」の
傍
聴
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
こ
れ

ま
で
の
広
域
連
携
と
新
た
な

展
望
」。
過
去
３
回
の
サ
ミ
ッ

ト
を
振
り
返
る
と
と
も
に
今

後
の
広
域
連
携
の
展
開
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
す
。

市
域
を
超
え
た
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
や
ス
ケ
ー
ル
・
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
市
民
、
団
体
等

と
の
協
働
、
地
域
人
材
の
活

用
な
ど
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
日
時
＝
７
月
17
日
Õ
午
後

１
時
30
分
か
ら

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日
は
、

７
月
22
日
À
に
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
で
す
。

私
た
ち
の
未
来
を
託
す
こ
の
選
挙

に
あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
を
有
効
に

生
か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
投
票
日
が
７
月
22
日
À
と
な
っ
た

場
合

●
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、
次
の
よ
う
な
理
由

で
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
等
の
予
定
が
あ

る
方
②
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
等
の
私

用
で
投
票
日
に
投
票
区
内
に
い
な
い

方
③
病
気
等
で
、
当
日
の
投
票
が
困

難
な
方

※
投
票
開
始
日
は
、
公
示
日
の
翌
日

（
７
月
６
日
–
）。
期
日
前
投
票
所
は

次
の
と
お
り
で
す

日
野
市
役
所
本
庁
舎

﹇
日
時
﹈
７
月
６
日
–
〜
21
日
—
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
※
土

曜
・
日
曜
日
も
同
じ
﹇
会
場
﹈
５
階

504
会
議
室

七
生
公
会
堂

﹇
日
時
﹈
７
月
19
日
œ
〜
21
日
—
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
﹇
会
場
﹈

２
階
ロ
ビ
ー
※
七
生
支
所
で
は
投
票

で
き
ま
せ
ん

い
ず
れ
も
、﹇
持
参
す
る
も
の
﹈

投
票
所
入
場
券
（
届
い
て
い
る
方
）

●
不
在
者
投
票

長
期
不
在
者
は
、
滞
在
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
、
指
定
病
院
等
に
入

院
し
て
い
る
方
は
そ
の
病
院
等
で
そ

れ
ぞ
れ
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
投
票
開
始
日
は
公
示
日
の
翌
日

（
７
月
６
日
–
）
に
な
り
ま
す

●
郵
便
等
に
よ
る
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
投

票
所
で
の
投
票
が
困
難
な
方
は
、
郵

便
等
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。
対

象
の
方
は
自
分
で
投
票
用
紙
に
記
載

す
る
こ
と
が
で
き
る
方
で
、
次
の
①

〜
③
に
該
当
さ
れ
る
方
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
方
で
、「
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動

機
能
の
障
害
が
１
級
も
し
く
は
２

級
」
の
方
、「
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
等
の
障
害
が
１
級
も
し
く
は
３

級
」
の
方
、
ま
た
、「
免
疫
の
障
害

の
程
度
が
１
級
〜
３
級
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
方
②
介
護
保
険
被
保
険
者

証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５

の
方
③
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
方
で
「
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
が

特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
」
の
方
、

ま
た
、「
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
等

の
障
害
が
特
別
項
症
〜
第
３
項
症
」

の
方郵

便
等
投
票
を
行
う
に
は
「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。
ま

だ
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
交

付
申
請
書
に
自
署
し
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
ま
た

は
戦
傷
病
者
手
帳
を
添
え
て
、
早
め

に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申
請
手
続
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
（
申
請
は
代
理
人

で
可
）。

●
郵
便
等
に
よ
る
投
票
の
代
理
投
票

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
に
お

い
て
、
自
分
で
投

票
の
記
載
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い

「
上
肢
ま
た
は
視

覚
の
障
害
の
程
度

が
１
級
」
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
方
、

「
上
肢
も
し
く
は

視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
〜

第
２
項
症
」
の
戦
傷
病
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
方
は
、
代
理
人
に
記
載
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
方
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
の
ほ
か
に
代
理
記
載
人
に
な
る

べ
き
者
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
早

め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
在
外
選
挙
人
名
簿
登
録
者
の
帰
国

投
票
が
投
票
日
当
日
も
で
き
ま
す

日
野
市
の
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
、
国
内
に
住
所
を

移
し
た
あ
と
国
内
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
今
回
の

選
挙
か
ら
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ

り
比
例
代
表
選
出
、
東
京
都
選
出
の

両
方
の
選
挙
が
在
外
選
挙
人
証
を
提

示
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
期
日
前
投
票
は
、
期
日
前
投
票

所
（
市
役
所
５
階
504
会
議
室
）、
投

票
日
当
日
は
南
平
小
（
第
17
投
票

所
）で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
投
票
所
の
変
更

第
12
投
票
区
投
票
所
は
、
こ
れ

ま
で
の
投
票
所
（
平
山
小
）
の
建
て

替
え
工
事
に
伴
い
、
投
票
所
を
平
山

中
へ
変
更
し
ま
し
た
。

●
投
票
場
所
が
一
部
変
更
に
な
り
ま

す●
入
場
券
は
世
帯
ご
と
に
封
書
で

投
票
所
入
場
券
は
、
世
帯
ご
と
に

封
書
で
送
り
ま
す
。
同
じ
世
帯
の
方

は
、
１
つ
の
封
筒
に
世
帯
全
員
の
入

場
券
が
入
っ
て
い
ま
す
。

●
開
票
は
南
平
体
育
館
で

開
票
は
、
投
票
日
の
午
後
９
時
か

ら
南
平
体
育
館
（
南
平
４
の
23
の

１
）
で
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
＝
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

満
３
〜
５
歳
児
を
幼
稚
園
へ
通
園

さ
せ
て
い
る
保
護
者
が
負
担
し
た
入

園
料
、
保
育
料
の
範
囲
内
で
平
成
19

年
度
分
の
保
育
料
の
減
免
・
補
助
を

行
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
発
見
！
ふ
る
さ
と
探
検

宿
泊
型
の
夏
休
み
子
ど
も
自
然
体
験

事
業
参
加
者
募
集
（
オ
ー
ル
東
京
62

市
区
町
村
共
同
事
業
）

自
然
体
験
型
の
宿
泊
事
業
で
す
。

自
然
に
触
れ
な
が
ら
環
境
に
つ
い
て

学
び
ま
し
ょ
う
。

日
程
・
内
容
は
下
表
の
と
お
り
／

い
ず
れ
も
締
切
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
参
加
希
望
事

業
名
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
学
年
、

電
話
番
号
、
保
護
者
名
、
グ
ル
ー
プ

で
参
加
の
場
合
は
代
表
者
名
を
記
入

し
、
〒
170
│
８
６
９
１
豊
島
郵
便
局

私
書
箱
57
号
「
み
ど
り
体
験
交
流

事
業（
○
の
体
験
○
○
市
・
町
・
村
）

係
」（
ò
03
・
５
９
４
９
・
１
３
５

６

03
・
５
３
９
６
・
８
１
４
２
）

へ■
里
の
体
験
「
日
野
市
」
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
活
動
で
き

る
よ
う
に
、
キ
ャ
ン
プ
を
進
行
す
る

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

７
月
14
日
—
午
前
11
時
〜
午
後
２

時
に
自
然
体
験
広
場
で
行
う
事
前
説

明
会
に
参
加
で
き
、
キ
ャ
ン
プ
経
験

の
あ
る
15
〜
18
歳
対
象
（
中
学
生
除

く
）
／
８
人
程
度
／
７
月
８
日
À
ま

で
に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

性
別
、
趣
味
、
経
験
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
野
外
活
動
の
内
容
を
記

入
し
、
〒
191
│
８
６
８
６
日
野
市
役

所
子
育
て
課
「
里
の
体
験
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」係（

jidouf@
city.hino.lg.jp

）

へ ▽
対
象
・
減
免
金
額
・
補
助
金
額
＝

表
１
の
と
お
り

▽
申
請
方
法
＝
表
２
の
と
お
り

▽
問
合
せ
先
＝
市
立
幼
稚
園
…
学
校

課
／
私
立
幼
稚
園
…
保
育
課

44
年
目
の
槌つ

ち

音お
と

夢
の
校
舎
が
実
現

第1161号　平成19年(2007年)6月15日 第1161号　平成19年(2007年)6月15日特 集

5 4次の世代に、“美しいふるさと”を渡そう

（広告） （広告）

「
過
払
い
の
電
話
料
金
を
お
返
し

し
ま
す
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き

た

突
然
電
話
で
、「
過
去
21
カ

月
電
話
代
を
高
く
取
っ
て
い
た
の

で
返
金
す
る
。
銀
行
カ
ー
ド
を
持

っ
て
コ
ン
ビ
ニ
に
行
き
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

機
で
指
示
さ
れ
た
番
号
を
押
す
よ

う
に
」
と
言
わ
れ
た
。
信
用
で
き

る
か
。最

近
、
税
務
署
や
社
会
保
険

庁
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
名
を
語
っ
た
新

し
い
手
口
の
詐
欺
が
増
え
て
い
ま

す
。
税
金
や
医
療
費
、
電
話
代
等

の
還
付
金
と
称
し
、
コ
ン
ビ
ニ
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
機
に
誘
導
し
、
そ
の
場
か

ら
携
帯
電
話
を
か
け
さ
せ
ま
す
。

被
害
者
が
自
分
の
口
座
に
お
金
が

振
り
込
ま
れ
る
と
思
わ
せ
る
よ
う

に
操
作
を
指
示
し
、
気
が
つ
く
と

逆
に
相
手
の
口
座
に
お
金
を
振
り

込
ん
で
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。

電
話
会
社
に
問
い
合
わ
せ
た
と

消
費
生
活

　

相
談
室
か
ら

こ
ろ
、「
実
際
に
返
金
が
あ
る
場

合
は
、
個
別
に
料
金
返
還
方
法
の

確
認
を
し
た
上
で
返
還
処
理
を
す

る
の
で
、
決
し
て
お
客
様
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
等
の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

還
付
金
詐
欺
は
、
昨
年
７
月
か

ら
発
生
し
始
め
、
都
内
で
は
こ
れ

ま
で
に
400
件
以
上
発
生
し
、
被
害

総
額
も
１
億
９
千
万
円
に
上
っ
て

い
ま
す
。
も
し
被
害
に
あ
っ
て
し

ま
っ
た
ら
最
寄
り
の
警
察
に
届
け

る
こ
と
と
振
り
込
め
詐
欺
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
ò
03
・
３
５
８
１
・
２

２
８
０
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
振
り
込
め
詐
欺
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

と
は
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害
に
あ

っ
た
人
の
損
害
回
復
の
た
め
、
東

京
３
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
警
視
庁
や
金

融
機
関
と
連
携
し
、
振
込
先
口
座

の
凍
結
要
請
な
ど
を
行
い
、
財
産

保
全
や
早
期
被
害
金
回
収
を
目
指

し
ま
す
（
初
回
相
談
は
無
料
）

（
日
野
市
消
費
生
活
相
談
室
ò

581
・
３
５
５
６
）

●保育料減免金額・補助金額等一覧表（表１）

私立幼稚園等保護者
補助金（月額）

幼 稚 園 就 園 奨 励 費
区　　　分

（市民税は平成１９年度課税額）
私立幼稚園補助金額（年額）市立幼稚園

減免金額
（年額）

新条件従来条件
第２子以降第１子第３子以降第２子第３子以降第２子第１子
１１，０００円１１，０００円１７１，０００円１５７，０００円２５７，０００円１８５，０００円１４１,９００円７０，０００円生活保護世帯・市民税額が０円の世帯
１１，０００円１１，０００円１４４，０００円１２６，０００円２５０，０００円１６２，０００円１０７,６００円７０，０００円０円の世帯

市
民
税

所
得
割
額

１１，０００円９，３００円１２３，０００円１０３，０００円２４５，０００円１４３，０００円８１,７００円０円１円～３４,５００円の世帯
１０，４００円８，３００円１０４，０００円８１，０００円２４０，０００円１２７，０００円５７,５００円０円３４,５０１円～１８３,０００円の世帯
９，８００円７，２００円０円０円０円０円０円０円１８３,００１円～２１６,７００円の世帯
４，８００円４，８００円０円０円０円０円０円０円２１６,７０１円以上の世帯

※従来条件とは、世帯内に小学１年生または２年生の兄・姉がいない場合をいい、この条件に該当される場合の第２子・第
３子以降の補助対象になる方は、平成１９年度中の同時期に幼稚園に幼児を２人以上通園させた場合や兄・姉が保育園児また
は認定こども園に在園している幼稚園児に限ります

※新条件とは、世帯内に小学１年生または２年生の兄・姉がいる場合、小学１年生または２年生の兄・姉を第１子とし、幼
稚園に在園している園児を第２子・第３子以降とします

※私立幼稚園等保護者補助金の第２子以降は、平成１９年度中の同時期に幼稚園に幼児を２人以上通園させた場合、兄・姉が
保育園児または認定こども園に在園している幼稚園児に限ります

●申請方法・提出先一覧表（表２）
申請期間提出先申 請 に 必 要 な も の内　　容

６月２９日�
まで

通園先の
幼稚園

�保育料等減免措置に関する調書
�平成１９年度の市・都民税課税証明書

【市立幼稚園】
幼稚園就園奨励費
（保育料の減免・補助）

通園先の幼
稚園に問い
合わせを

通園先の
幼稚園

�平成１９年度私立幼稚園等園児保護者負担軽減補
助金・就園奨励費補助金申請書�私立幼稚園等園
児保護者負担軽減補助金・就園奨励費補助金に関
する調書�平成１９年度の市・都民税課税証明書（今
年１月２日以降に転入された方のみ提出）�印鑑

市内私立幼稚園、市
外幼稚園（おさひめ・
かしわ・長沼・緑ヶ
丘・子供の国若草幼
稚園）

【私立幼稚園】
幼稚園就園奨励費
（入園料及び保育料の
補助）
私立幼稚園等保護者補
助金（保育料の補助）
※市立幼稚園は除く

６月２９日�
まで

市役所２
階保育課

上記の�及び�の他に�在籍証明書�平成１９年度
の市・都民税課税証明書（今年１月２日以降に転
入された方のみ提出）�印鑑

その他の私立幼稚園

※申請書等は幼稚園を通じて配布

締め切り（消印有効）費用定員対　象内　　　容日　　　程事　業　名

７月５日�１万円

３０人小学５・６
年生

漁業・釣り体験、海水浴、
天上山トレッキング等

７月２７日�～３０日�
（３泊４日※初日船中泊）海の体験「神津島村」

７月１０日�８千円磯の自然観察、海水浴、
裏砂漠トレッキング等

８月１日�～４日�
（３泊４日※初日船中泊）海の体験「大島町」

７月１６日�１万円
磯の自然観察、海水浴、
星空観察、ビーチコーミ
ング等

８月６日�～９日�
（３泊４日※初日船中泊）海の体験「新島村」

７月８日�３千円２５人小学４～６
年生

間伐体験や薪割り、清流
体験等

７月３１日�～８月１日�
（１泊２日）山の体験「檜原村�」

７月８日�８００円５０人小学４年～
中学１年生

自然体験ゲームやキャ
ンプファイヤー等

７月２８日�～２９日�
（１泊２日※テント泊）里の体験「日野市」

食糧庁
立川政府倉庫

東京消防庁
緑町第一寮

警視庁
オネット立川

立川警察署

立川地域
防災センター

災害医療センター

バス停

バス停

陸
上
自
衛
隊

立
川
駐
屯
地

国
営
昭
和
記
念
公
園

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル

東京電力

フ
ァ
ー
レ
立
川

自治大学校自治大学校自治大学校

正
門

寄
宿
舎

校
舎

通用門

マ
ン
シ
ョ
ン

●周辺図

高
松
駅

（自治大学校）

（防災センター） 南
北
幹
線
道
路

西
大
通
り
線

JR立川駅

立川北駅

●投票場所が変更となる投票区

投票区・施設名

第４投票区  東光寺小

第６投票区  三小

第12投票区  平山中

第20投票区  三中

第21投票区  四中

第24投票区  大坂上中

変更前の
投票場所

図　書　室

体　育　館

ランチルーム

第１美術室

図　書　室

第２美術室

変更後の
投票場所

体　育　館

プレイルーム

体　育　館

金　工　室

木　工　室

食　　　堂

「
広
報
ひ
の
」
に

詳
細
は
市
長
公
室
広
報
担
当
へ

平
山
小
と
一
中
の
校
舎
建
て
替
え

平
山
小
と
一
中
の
校
舎
建
て
替
え

平
山
小
と
一
中
の
校
舎
建
て
替
え

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

新
校
舎
の
特
長

投
票
日
は
７
月
22
日
（
予
定
）

参
議
院
議
員
選
挙

●みどり体験交流事業

▲一中完成予想図

「
広
域
連
携
サ
ミ
ッ
ト
in
立
川
」
の
傍
聴
者
を
募
集

①
健
康
を
考
慮
し
、
日
当
た
り
や
通

風
を
考
え
た
校
舎
配
置
②
児
童
や
生

徒
の
安
全
確
保
の
た
め
、
外
来
者
の

出
入
り
が
確
認
で
き
る
場
所
に
職
員

室
・
事
務
室
等
の
管
理
諸
室
を
配
置

③
環
境
へ
の
配
慮
と
し
て
、

校
舎
内
の
床
材
及
び
壁
材
に

木
材
を
使
用
し
、
木
の
香
り

の
す
る
校
舎
、
断
熱
効
果
の

あ
る
屋
上
緑
化
、
雨
水
等
を

利
用
し
、
ト
イ
レ
洗
浄
水
と

し
て
使
用
す
る
中
水
設
備
、

太
陽
光
を
利
用
し
た
太
陽
光

発
電
設
備
④
豊
か
な
湧
水
を

利
用
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
の
設

置
（
平
山
小
の
み
）

○
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
開

放
型
施
設

①
校
舎
・
体
育
館
・
プ
ー
ル

施
設
の
段
差
を
無
く
し
、
エ

▲平山小完成予想図

快
適
な
教
育
環
境
と
安
全
・
安
心
な

学
校
が
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
日
野

市
の
構
想
で
あ
る
「
日
野
宿
再
生
〜

歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
し
た
街
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
調
和
の
と
れ
た

校
舎
に
な
り
ま
す
。

日
野
市
民
と
し
て
、
ま
た
、
日
野

に
集
う
人
間
と
し
て
期
待
が
高
ま
り

ま
す
。
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
益
々
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■
一
中
開
校
60
周
年
記
念
式
典
を
開

催
多
く
の
卒
業
生
の
思
い
出
が
凝
縮

し
た
一
中
の
現
校
舎
解
体
の
前
に
、

「
開
校
60
周
年
記
念
式
典
」
及
び

「
祝
賀
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
７
月
28
日
—
午
前
10
時

45
分
か
ら

▽
問
合
せ
先
＝
一
中
（
¸
坂
ò
581
・

０
０
０
９
）

一
中
は
日
野
市
で
歴
史
の
あ
る
学

校
で
す
。
今
年
、
開
校
60
周
年
を
迎

え
ま
し
た
（
七
生
中
も
同
時
期
に
開

校
）。
こ
の
記
念
の
年
に
、
校
舎
建

て
替
え
の
槌
音
が
響
い
て
い
ま
す
。

振
り
返
る
と
、
現
在
の
校
舎
が
建
て

ら
れ
て
か
ら
44
年
の
歳
月
が
流
れ
ま

し
た
。
本
市
中
学
校
の
中
で
最
多
の

１
万
５
千
人
を
超
え
る
卒
業
生
の
大

部
分
が
こ
の
校
舎
か
ら
巣
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
多
く
の
人
た
ち
の
人

生
の
１
ペ
ー
ジ
を
飾
り
、
幾
多
の
思

い
出
が
詰
ま
っ
た
校
舎
で
あ
る
こ
と

に
深
い
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

今
回
、
市
内
の
中
学
校
と
し
て
は

初
め
て
全
面
建
て
替
え
が
行
わ
れ
ま

す
。
近
隣
で
は
ま
れ
な
近
代
的
で
、


